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出
典
：『
養
子
判
元
見
届
一
件
書
留
』
壱
（
新
見
文
書
二
一
八
） 

請
求
番
号
６
５
５
―
２
５
―
上
１ 

 

東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
旗
本
文
書
に
、
新
見
（
し
ん
み
）
文
書
約
三
〇
〇

点
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
主
な
も
の
は
、
寛
政
年
間
に
小
十
人
頭
や
目
付
を
勤
め
た
長
門
守
正
登
と
、

天
保
年
間
に
目
付
や
側
衆
を
勤
め
た
伊
賀
守
正
路
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

職
務
上
の
参
考
と
し
て
新
見
家
に
残
さ
れ
て
き
た
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。 

 

長
門
守
正
登
が
作
成
し
た
目
付
と
し
て
の
職
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
に
、
今
回
ご

紹
介
す
る
『
養
子
判
元
見
届
一
件
書
留
』
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い
「
判

元
見
届
」
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
史
料
１
】
堀
田
錦
弥
急
相
続
奉
願
候
覚
（
寛
政
六
年
十
一
月
二
十
五
日
） 

 

 

古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座 

第
九
回 

旗
本
文
書
を
読
む
「
家
相
続
の
か
ら
く
り
」 

平
成
二
十
二
年
五
月 

 

東
京
都
公
文
書
館 
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【
史
料
の
解
読
】 

急
相
続
奉
願
候
覚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寄
合 

 
高
五
千
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀 

田 

錦 

弥 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寅
二
十
一
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

養
方
叔
父
実
弟 

 
 

相
続
奉
願
候
者 

 
 
 
 
 
 

堀 

田 

幸
之
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寅
十
六
歳 

 
 
 
 
 

右
幸
之
助
儀
出
生
之
砌
虚
弱
ニ
付
御
届
見
合 

 
 
 
 
 

罷
在
候
処
此
節
丈
夫
ニ
罷
成
候
ニ
付
当
八
月 

 
 
 
 
 

十
八
日
丈
夫
御
届
申
上
候 

私
儀
当
五
月
上
旬
よ
り
持
病
之
積
気
相
勝
不
申
候
処
八
月
上 

旬
よ
り
時
候
相
中
其
上
九
月
下
旬
ニ
至
浮
腫
有
之
候
ニ
付
橘
隆
庵 

山
本
宗
英
峯
岸
春
庵
薬
服
用
仕
針
治
増
田
寿
得
療
治 

請
色
々
養
生
仕
候
得
共
此
節
別
而
相
勝
不
申
不
食
仕
次
第 

草
臥
相
増
段
々
差
重
本
復
可
仕
躰
無
御
座
候
然
処
未
実 

子
無
御
座
候
ニ
付
養
方
叔
父
堀
田
幸
之
助
儀
相
続
奉
願
候 

右
之
外
親
類
遠
類
同
姓
異
姓
遠
続
之
内
ニ
茂
養
子
可
仕 

相
応
之
者
無
御
座
候
若
養
生
不
相
叶
相
果
候
者
右
幸
之
助
儀 

相
続
被 

仰
付
跡
式
無
相
違
被
下
置
候
様
奉
願
候
以
上 

 
 

寛
政
六
甲
寅
年
十
一
月
廿
五
日 

 
 

堀 

田 

錦 

弥 

印 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
揮
申
候
ニ
付
印
形 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
用
候 

 
 
 
 

井
伊
兵
部
少
輔
殿 

 
 
 
 

京
極
備
前
守
殿 

 
 
 
 

堀
田
摂
津
守
殿 
 
 
 
 

立
花
出
雲
守
殿 
 
 
 
 
 

中
川
勘
三
郎
殿 
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【
読
み
下
し
文
】 

急
相
続
願
い
奉
り
候
覚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寄
合 

 
高
五
千
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀 

田 

錦 

弥 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寅
二
十
一
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

養
方
叔
父
実
弟 

 
 

相
続
願
い
奉
り
候
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀 

田 

幸
之
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寅
十
六
歳 

 
 
 
 
 

右
幸
之
助
儀
出
生
の
砌
虚
弱
に
つ
き
御
届
見
合
せ 

 
 
 
 
 

罷
り
あ
り
候
処
、
こ
の
節
丈
夫
に
罷
り
成
り
候
に
つ
き
当
八
月 

 
 
 
 
 

十
八
日
丈
夫
御
届
申
し
上
げ
候
。 

私
儀
当
五
月
上
旬
よ
り
持
病
の
積
（
癪
）
気
相
勝
れ
申
さ
ず
候
処
、
八
月
上 

旬
よ
り
時
候
相
中
（
あ
た
）
り
其
上
九
月
下
旬
に
至
り
浮
腫
こ
れ
あ
り
候
に
つ

き
、
橘
隆
庵 

山
本
宗
英
、
峯
岸
春
庵
、
薬
服
用
仕
り
、
針
治
増
田
寿
得
療
治 

請
け
、
色
々
養
生
仕
り
候
え
ど
も
、
こ
の
節
別
て
相
勝
れ
申
さ
ず
不
食
仕
り
、

次
第 

草
臥
（
く
た
び
れ
）
相
増
し
、
段
々
差
重
り
本
復
仕
る
べ
き
体
御
座
な
く
候
。

然
る
と
こ
ろ
未
だ
実 

子
御
座
な
く
候
に
つ
き
、
養
方
叔
父
堀
田
幸
之
助
儀
相
続
願
い
奉
り
候
。 

右
之
外
、
親
類
遠
類
同
姓
異
姓
遠
続
の
内
に
も
養
子
仕
る
べ
き 

相
応
の
者
御
座
無
く
候
。
も
し
養
生
相
叶
わ
ず
相
果
て
候
わ
ば
、
右
幸
之
助
儀 

相
続
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
跡
式
（
あ
と
し
き
）
相
違
な
く
下
し
置
か
れ
候
様
願
い

奉
り
候
。
以
上
。 

 
 

寛
政
六
甲
寅
年
十
一
月
廿
五
日 

 
 

堀
田
錦
弥
印 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
揮
え
申
し
候
に
付
き
印
形 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
用
い
候
。 

 
 
 
 

井
伊
兵
部
少
輔
（
直
朗
、
若
年
寄
）
殿 

 
 
 
 

京
極
備
前
守
（
高
久
、
若
年
寄
）
殿 

 
 
 
 

堀
田
摂
津
守
（
正
敦
、
若
年
寄
）
殿 

 
 
 
 

立
花
出
雲
守
（
種
周
、
若
年
寄
）
殿 

 
 
 
 
 

中
川
勘
三
郎
（
忠
英
、
目
付
）
殿 
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【
史
料
２
】
中
川
勘
三
郎
日
記
（
寛
政
六
年
十
一
月
二
十
五
日
） 

 

  

【
史
料
の
解
読
】 

一 

病
間
へ
罷
通
り
屏
風
外
ニ
着
座
錦
弥
江
及
挨
拶
且
判
元 

 
 

可
見
届
段
申
達
候
処
屏
風
内
ニ
被
居
候
伊
東
山
城
守
挨
拶
ニ
而 

 
 

大
病
故
不
及
挨
拶
候
段
且
手
揮
候
ニ
付
添
手
致
候
段
被
申
聞
候
ニ
付 

 
 

承
知
之
旨
及
挨
拶
願
書
へ
印
形
被
調
肝
煎
へ
被
差
出
肝
煎
よ
り 

 
 

自
分
へ
被
相
越
候
判
元
見
届
候
段
且
病
気
快
気
ニ
候
ハ
ヽ
願
書 

 
 

願
下
之
義
目
出
度
可
取
次
段
且
又
病
気
養
生
有
之
候
様
ニ 

 
 

申
達
直
ニ
書
院
江
罷
出
候
此
節
一
類
中
ニ
者
一
統
入
頬
ニ
並
居 

 
 

被
申
候 

   

 

【
読
み
下
し
文
】 

一 

（
中
川
勘
三
郎
が
）
病
間
へ
罷
り
通
り
屏
風
外
に
着
座
、
錦
弥
え
挨
拶
に
及
び
、

且
つ
判
元 

 
 

見
届
く
べ
き
段
申
し
達
し
候
と
こ
ろ
、
屏
風
内
に
詰
め
居
ら
れ
候
伊
東
山
城

守
（
祐
政
、
寄
合
）
挨
拶
に
て
、 

 
 

大
病
ゆ
え
挨
拶
に
及
ば
ず
候
段
、
且
つ
手
揮
え
（
ふ
る
え
）
候
に
つ
き
添
手
（
そ

え
て
）
致
し
候
段
申
し
聞
か
さ
れ
候
に
つ
き
、 

 
 

承
知
の
旨
挨
拶
に
及
び
、
願
書
へ
印
形
調
え
ら
れ
、
肝
煎
へ
差
し
出
さ
れ
、

肝
煎
（
寄
合
肝
煎
松
平
内
蔵
允
信
愛
）
よ
り 

 
 

自
分
へ
相
越
さ
れ
候
。
判
元
見
届
け
候
段
、
且
つ
病
気
快
気
に
候
わ
ば
願
書 

 
 

願
い
下
げ
の
義
目
出
度
く
取
り
次
ぐ
べ
き
段
、
且
つ
又
病
気
養
生
こ
れ
あ
り

候
様
に 

 
 

申
し
達
し
、
直
に
書
院
え
罷
り
出
で
候
。
こ
の
節
一
類
中
に
は
一
統
入
頬
（
い

り
か
わ
）
に
並
び
居
り 

 
 

申
さ
れ
候
。 
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【
解
説
】 

◆ 
旗
本
文
書
を
読
む
―
「
家
相
続
の
か
ら
く
り
」 

○印 

判
元
見
届
と
は 

判
元
見
届
と
は
何
か
。『
国
史
大
辞
典
』（
第
十
一
巻 

吉
川
弘
文
館
）
に
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

武
家
の
末
期
（
ま
つ
ご
）
養
子
（
急
養
子
）
願
出
が
あ
っ
た
場
合
、
幕
府

の
役
人
を
出
願
人
の
病
床
に
派
遣
し
、
本
人
の
生
存
を
見
届
け
、
願
書
の

真
偽
を
調
べ
さ
せ
る
こ
と
。
万
石
以
上
（
大
名
）
に
つ
い
て
は
大
目
付
、

万
石
以
下
（
旗
本
・
御
家
人
）
に
つ
い
て
は
頭
・
支
配
、
こ
れ
ら
が
い
な

い
場
合
は
目
付
が
こ
の
役
を
務
め
た
。 

末
期
と
は
死
に
際
、
臨
終
の
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
危
急
の
状
態
に
及
ん
で

提
出
さ
れ
た
養
子
願
の
確
認
が
「
判
元
見
届
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
の
相
続
と
い
う
武
家
に
と
っ
て
の
一
大
事
に
関
わ
る
職
務
だ
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

こ
の
史
料
の
場
合
は
、
末
期
の
床
に
あ
る
の
が
堀
田
錦
弥
、
相
続
予
定
者
が

幸
之
助
、
判
元
見
届
の
役
が
目
付
中
川
勘
三
郎
で
す
。 

新
見
正
登
は
目
付
・
中
川
勘
三
郎
が
勤
め
た
判
元
見
届
の
手
続
き
を
先
例
と

し
て
書
き
留
め
、新
見
家
の
職
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

○印 

判
元
見
届
の
現
場 

【
史
料
１
】
は
、
寛
政
六
年(

一
七
九
四)

十
一
月
二
十
五
日
に
旗
本
で
寄
合

の
堀
田
錦
弥
（
一
善
、
知
行
高
五
千
石
）
が
幕
府
に
提
出
し
た
急
相
続
の
願
書

で
す
。
錦
弥
は
五
月
か
ら
体
調
が
勝
れ
ず
、
そ
れ
以
降
重
篤
な
病
気
に
陥
り
ま

し
た
。
も
し
養
生
が
叶
わ
な
か
っ
た
場
合
、
弟
の
幸
之
助
に
家
督
相
続
を
許
し

て
欲
し
い
、
と
若
年
寄
・
目
付
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

【
史
料
２
】
は
、
目
付
中
川
勘
三
郎
の
書
い
た
日
記
で
す
。
同
日
、
中
川
が

堀
田
家
に
出
向
い
て
錦
弥
と
対
面
す
る
場
面
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

ま
ず
、
中
川
は
病
間
の
屏
風
の
外
側
に
出
座
し
て
、「
錦
弥
殿
に
ご
挨
拶
致

し
ま
す
、
か
つ
判
元
を
見
届
け
た
く
存
じ
ま
す
」
と
い
い
ま
す
。
す
る
と
屏
風

の
内
側
に
控
え
て
い
る
寄
合
伊
東
山
城
守
が「
錦
弥
殿
は
大
病
で
す
か
ら
ご
挨

拶
で
き
ま
せ
ん
し
、
手
が
ふ
る
え
て
い
ま
す
か
ら
、
印
を
押
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。押
印
の
際
錦
弥
殿
に
添
え
手
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
い
い
ま
す
。

中
川
は
こ
れ
を
承
知
し
ま
す
。
そ
の
上
で
願
書
、
す
な
わ
ち
【
史
料
１
】
で
掲

げ
た
文
書
に
印
鑑
が
捺
さ
れ
、
伊
東
か
ら
寄
合
肝
煎
松
平
内
蔵
允
さ
ら
に
目

付
・
中
川
へ
と
回
覧
さ
れ
ま
す
。
最
後
に
文
書
を
受
け
取
っ
た
中
川
は
「
判
元

見
届
け
ま
し
た
」と
述
べ
、平
癒
し
た
際
に
は
願
書
を
取
り
下
げ
る
よ
う
指
示
、

養
生
す
る
よ
う
に
申
し
達
し
て
「
判
元
見
届
」
は
完
了
し
ま
す
。 

ち
な
み
に
こ
の
例
で
は
、
翌
二
十
六
日
、
堀
田
家
の
親
類
よ
り
錦
弥
死
去
が

中
川
に
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

○印 

家
相
続
の
か
ら
く
り 

こ
の
書
留
の
急
養
子
願
の
記
録
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
手
が
揮
え
て
花
押
が

書
け
な
い
の
で
印
形
を
押
し
た
」
な
ど
の
文
言
が
複
数
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は

本
人
が
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
を
疑
う
べ
き
で
し
ょ
う
。「
手
が
揮
え
る
」

と
い
う
名
目
で
、
親
戚
や
同
役
が
押
印
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。
幕

末
に
目
付
役
を
勤
め
た
山
口
駿
河
守
直
毅
と
い
う
旗
本
が
、
維
新
後
、
判
元
見

届
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
証
言
を
残
し
て
い
ま
す
。 

親
の
生
前
中
に
願
い
を
出
し
て
置
か
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
親
戚
か
ら
願
っ

て
も
許
さ
ぬ
こ
と
で
す
。･･･

生
前
申
し
立
つ
る
に
相
違
な
き
や
否
を
見
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届
け
に
い
く
の
で
す
。
後
世
に
な
り
て
は
、
た
い
が
い
は
既
に
死
ん
で
し

ま
っ
て
冷
た
く
な
っ
て
も
、
屏
風
を
立
て
そ
の
中
に
死
ん
だ
者
を
寐
か
し

て
置
い
て
、
ち
ょ
う
ど
生
き
て
い
る
よ
う
な
体
裁
に
し
て
、
こ
ち
ら
も
生

き
て
い
る
つ
も
り
で
、
親
戚
相
揃
っ
て
、
そ
れ
が
こ
の
た
び
大
病
に
つ
き

何
の
誰
を
養
子
に
し
て
、
縁
続
き
な
ら
そ
の
由
緒
を
書
き
、
こ
の
者
に
家

督
を
下
さ
る
よ
う
に
願
い
奉
り
候
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
花
押
を
す
る

の
で
す
が
、
大
病
に
つ
い
て
花
押
が
で
き
ぬ
と
い
う
こ
と
な
ら
実
印
を
捺

す
の
で
す
。･･･
そ
れ
を
屏
風
の
中
で
病
人
が
捺
す
つ
も
り
で
、
親
類
の

者
が
捺
す
の
で
す
。
そ
れ
が
判
元
見
届
で
あ
り
ま
す
。 

『
旧
事
諮
問
録
』
上
「
第
五
回 

目
付
、
町
奉
行
お
よ
び
外
国
の
事
」 

旧
事
諮
問
会
編 

進
士
慶
幹
校
注 

岩
波
文
庫
所
収 

実
際
に
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
人
物
に
捺
印
さ
せ
る
。そ
れ
を
承
知
の

上
で
生
き
て
い
る
つ
も
り
で
見
届
け
る
。
こ
う
し
た
事
が
、
時
に
「
判
元
見
届
」

と
い
う
職
務
に
は
起
こ
っ
た
の
で
す
。 

こ
う
考
え
る
と
、こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
ケ
ー
ス
で
も
堀
田
錦
弥
は
す
で
に
臨

終
し
て
お
り
、「
手
が
揮
え
る
」
と
い
う
名
目
で
、
同
役
で
あ
っ
た
伊
東
氏
が

捺
印
し
た
と
い
う
可
能
性
が
高
そ
う
で
す
。 


